
ハ
ン
デ
ィ
ス
テ
ィ
ッ
ク
建
築
用
接
着
剤
 #
H
45
0G

主
成
分
：
4,
4’
ジ
フ
ェ
ニ
ル
メ
タ
ン
ジ
イ
ソ
シ
ア
ネ
ー
ト
系
プ
レ
ポ
リ
マ
ー

（
4,
4’
ジ
フ
ェ
ニ
ル
メ
タ
ン
ジ
イ
ソ
シ
ア
ネ
ー
ト
1%
以
上
含
有
）

第
四
類
第
四
石
油
類
 5
19
 m
l 危
険
等
級
III
 火
気
厳
禁

内
容
量：
68
0g
／
66
0m
l

製
造
元：
Fo
m
o 
Pr
od
uc
ts
, I
nc
. 2
77
5 
Ba
rb
er
 R
oa
d,
 N
or
to
n,
 

O
hi
o 
44
20
3,
 U
SA

高
圧
ガ
ス
を
使
用
し
た
可
燃
性
の
製
品
で
あ
り
、危
険
な
た
め
、下
記
の
注
意
を
守
る
こ
と
。

❶
炎
や
火
気
の
近
く
で
使
用
し
な
い
こ
と
。❷
火
気
を
使
用
し
て
い
る
室
内
で
大
量
に
使
用

し
な
い
こ
と
。❸
高
温
に
す
る
と
破
裂
の
危
険
が
あ
る
た
め
、直
射
日
光
の
当
た
る
所
や
火

気
等
の
近
く
な
ど
温
度
が
40
度
以
上
と
な
る
と
こ
ろ
に
置
か
な
い
こ
と
。❹
火
の
中
に
入

れ
な
い
こ
と
。❺
使
い
切
っ
て
捨
て
る
こ
と
。高
圧
ガ
ス
：
LP
G
、Ｄ
Ｍ
Ｅ

火
気
と
高
温
に
注
意

輸入・発売元：フォモジャパン株式会社
〒106－0047 東京都港区南麻布 4－11－22 南麻布 T&Fビル 8F 
Tel : 03－5789－7960　Fax : 03－5789－7901　Email : info@fomo.co.jp　HP : www.fomo.co.jp

JAIA-009948 F☆☆☆☆

JAIA-403802 4VOC基準適合

この1本で断熱パネル10枚の
貼り付けが可能

ハンディスティック

建築用接着剤
#H450G

●極めて可燃性・引火性の高いガス　●極めて可燃性・引火性の高いエアゾール
●加圧ガス：熱すると爆発するおそれ　●吸引すると有害　●皮膚刺激
●強い眼刺激　●吸引するとアレルギー、喘息または呼吸困難を起こすおそれ
●アレルギー性皮膚反応を起こすおそれ　●眠気およびめまいのおそれ
●呼吸器への刺激のおそれ　●長期または反復ばく露による呼吸器の障害

［警告］
●可燃性ガスを使用していますので引火性があります。
●吐出した商品に火花、溶接屑があたると燃えることがありますのでご注意下さい。
●密閉箇所での使用は酸欠および爆発火災の恐れがあります。
［使用方法と注意］
●使用時にはマスク、防護メガネ、作業着、手袋等を着用して下さい。
●使用場所の換気を良くして下さい。
●施工箇所以外に付着しないように、施工箇所以外は養生を行って下さい。
●接着箇所のほこり、油分等を除去してから使用して下さい。
●使用する前に20回程、缶の中の液を混ぜるように振って下さい。（イラ
スト①）
●使用時の缶の温度は18～27℃が最適です。湿度は40%以上が最適です。
●別売りのガンを缶にねじ込んで下さい。ガンを逆さまにして、缶は正立に
して、缶を右回りにしてねじ込みます。この際、缶をあまり強く締め付け
ないように注意して下さい。（イラスト②）
●ガンの後部の量調整スクリューで吐出量を調整出来ます。（イラスト③）
●缶を倒立にして、ガンの引き金を引くと液が吐出します。（イラスト④）
●下地材に塗布後、3分以内にパネルなどを張り合わせ、その後ネジ、留め
釘などで仮押さえをして下さい。仮押さえは完全接着時間（24時間）が
経過するまで取り除かないで下さい。

●作業後はガンの量調整スクリューを締めて下さい。ガンの引き金が閉ま
り不意の噴射を防止します。（イラスト⑤）
●吐出したウレタンフォームが固まっていない時は専用クリーナーで溶か
すことができます。固まってしまうと溶かす液はありませんので、削り取
るなどして下さい。（液の硬化は吐出後、2～3分で始まります）
●この商品は空気中の湿度分と反応して発泡・硬化します。極端に乾燥し
た状況では、下地材に霧吹き状に水分を供給すると、発泡・硬化を助け
ます。
●隙間充填として使用する場合、1回の注入、充填の発泡厚みは20～30ミ
リにして下さい。それ以上充填すると、内部に水分が浸透せず硬化不良
になる可能性がありますので注意して下さい。
●隙間充填として使用する場合も、極端に乾燥した状況では下地材や吐出後のウレタンフォームに
霧吹き状に水分を供給すると発砲・硬化を助けます。

●隙間が50ミリ以上の場合は、20～30ミリの注入、充填を数回に分けて行って下さい。この場合、
最初の層の硬化（液吐出後、約1時間後）を確認してから、次の層の充填を行って下さい。

●硬化したウレタンフォームは紫外線にあたると劣化します。直射日光にあたる場所への施工の場
合は、内部硬化後（液吐出後、約1時間後）にパテや塗料などで表面を処理して下さい。紫外線に
よる劣化を防ぎます。

［寒冷期での使用］
●寒冷期（特に1月から3月）での温度の低い場所での使用の場合は、事前に20℃前後の室内に缶
を数時間置き、缶が20℃前後に温まってから使用して下さい。この際、時々缶を振って下さい。内
部原液の温度がよりよく上昇します。

●ストーブ、バーナー、熱湯（沸かしながら）で急速に温めると破裂することがありますので、絶対に
止めて下さい。

［使用後の注意］
●缶に液が残っている場合は、ガンの後部の量調整スクリューを閉めて、ガンを缶に装着した状態
で正立保管して下さい。缶が空になるまで再使用できます。完全に缶の中の液が空になってから、
缶をガンから取り外して新しい缶と交換して下さい。

●使用後は、必ずガンの先端を専用クリーナーで洗浄して下さい。
●缶を5～10本使用したら、専用クリーナーをこの商品の缶と同じ要領でガンに取り付け、引き金
を引いて、ガンの内部を洗浄して下さい。

［保管時の注意］
●必ず正立状態で10～20℃の冷暗所で保管して下さい。
●熱源、火のある所へは絶対に置かないで下さい。破裂することがあります。
●幼児、児童の手の届かない所に保管して下さい。
［有効期限］
●容器底に「日・月・年」の順に印字されています。有効期限は製造日より12ヶ月ですが、開封後
は有効期限に関わらず早めにご使用下さい。

［容器の廃棄］
●使い終わった容器は火に入れないで下さい。
●使い終わった容器は、下記のない屋外で噴射音が消えるまでガスを抜いてから、一般ゴミと分別
して、地方自治体の規定に従って廃棄して下さい。
●吐出口や缶内で内容物が固化した場合の廃棄は、販売元までお問い合わせ下さい。
［応急手当］
●目に液の飛翔が入った場合、水でよく洗ってから医師の手当てを受けて下さい。
●手、指、皮膚に液が付着した時、固まる前ならばアセトン系の溶剤、専用クリーナーで溶かすこと
ができますが、固まってしまった時は削り取るようにして除去して下さい。
●液を摂取した場合、1～2杯の水かミルクを飲んでから、医師の手当てを受けて下さい。
●ガスを吸い込んだ場合は、新鮮な空気のある所に移動して下さい。

ハンディスティック建築用接着剤#H450Gは、断熱・
気密用途として知られている1液性硬質発泡ウレタン
フォームの接着性能を強化した建築用接着剤です。各種
パネル、発泡スチロール、石膏ボード、木材、コンクリー
ト、レンガなどほとんどの建築材料に強力に接着します。
（ポリエチレン、テフロン、シリコン、油分などには接着
しませんのでご注意下さい）溶剤を使用していませんの
で、各種パネルや発泡スチロールを溶かすこともありま
せん。また、パネルの目地に充填することにより、1液性
硬質ウレタンフォームの本来の用途である、断熱・気密
材としてもご利用頂けます。

危 険

専用ガンが必要

10㎝

径1.5～2㎝

最大施工可能塗布量：200m（15㎜径）


